
第１０回 梨大胚培養士アカデミーセミナー
開催のご案内

問合わせ ：高度生殖補助技術センター 岸上哲士（8705）

中島啓輔 先生
産婦人科医／東京大学大学院医学系研究科生殖・発達・加齢医学専攻（博士課程）

妊娠は奇跡である。

そもそも妊娠は母親にとって異物ともいえる胎児を許容しなければ

ならないからである。受精卵の半分はあかの他人である男性由来

のものであり、その受精卵が着床し、発育した胎児は免疫学的に

拒絶されるべき異物である。しかし、胎児が拒絶されないのは，妊

娠時に免疫学的寛容が存在するからである。この奇跡が起こるメ

カニズムについて考察する。

このような奇跡の連続で命は宿るが、決してそこはゴールではな

い。いつの時代でも女性にとって出産は命がけであり、母親と胎児

が安全に出産を終えるためのサポートができるのは医者の中でも

産婦人科医にしかできないことである。

また妊娠出産以外にも、不妊治療・がん治療・更年期治療など女

性の生涯に寄り添うことができるのが産婦人科の魅力である。この

魅力を実際の臨床現場からの視点で紹介する。

日時：2023年4月27日（(木)） 16：30～18：00

場所：S1-22

妊娠という奇跡について
～産婦人科って何してるの？～
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